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目的

• バイオDBを構築できる人材を育てる
– 膨大なソフト外注費（150～200万円/月）を回避
– DBの保守・拡張が自前でできること
– やむをえず外注する場合も、正確な仕様書を書ける
力と、納入されたソフトの問題点を見抜く力を養う

• 必要スキルを1年間のカリキュラムで教え込むこ
とができるか？

• 次の1年で独創的サーバーを構築できるか？
• 平成19年度：東大大学院生5名を対象
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計画

DB 構築者を養成するために以下の３つの演習を実施する。

①バイオ DB サーバー構築演習
データベースサーバーのミラーサイトを構築する。OS, apache, MySQL 等
の主要ソフトウエアのインストールおよびネットワークセキュリティに習熟
することが目標である。参加者には各自にサーバー構築用ワークステー
ションを配布する。演習を完了するまでには、受講者の能力と受講可能
時間に応じて最短で３ヶ月、最長で１年間の時間を予定している。

②プログラミング演習
Java および Perl プログラミングを演習した後に、アルゴリズムの知識を
活かした配列処理やデータマイニングの実装を行う。上記①バイオ DB 
サーバー構築演習では実施がむずかしいプログラミング演習を行うこと
で、独自にソフトウエア構築ができる能力を身につけることをめざす。演
習総時間は９０時間で約２ヶ月間を予定している。

③ 独創的サーバー構築演習
大規模計算のためのクラスター利用技術を習得させ、他に類の無いバイ
オDBサーバーを設計、実装、公開することを目標とする。バイオDBサー
バー構築演習およびプログラミング演習を修了した受講者に対して平成
20年度より開講を予定しており、そのための計算機セットアップを平成19
年度に準備する。
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年次計画

平成１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

プログラミング演習
（夏季 ９０時間）

バイオDB
サーバー構築演習
（通年 毎週演習）

独創的サーバー
構築演習
（通年の課題）
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第１期生（５名）

バイオDB
サーバー構築演習
（通年 毎週演習）

独創的サーバー
構築演習
（通年の課題）

プログラミング演習
（夏季 ９０時間）

バイオDB
サーバー構築演習
（通年 毎週演習）

独創的サーバー
構築演習
（通年の課題）

プログラミング
経験者

プログラミング
経験者

註）プログラミング演習が不必
要と判定されたプログラミング
経験者はバイオDBサーバー
構築演習に進むことができる

註）教育プログラムを早期に
立ち上げるため、２００７年度
に限ってはプログラミング演習
とバイオDBサーバー演習を並
行実施

第２期生（5名） 第３期生（5名）

演習用WS１０台
（平成１９年度予算申請）

註） １期生と２期生が２０年度には重なること（21年度は２，３期生）、WSが１０台であること、
演習スタッフ２名による徒弟制度であるため、各年５名の受け入れが限度である



教育内容と平成１９年度実績（５名 受講中）

プログラミング演習
Java および Perl プログラミングを演習。
独自のソフトウエア構築ができる基礎的能力を身につけることをめざす。
演習総時間は９０時間で約２ヶ月間。
本演習は東京大学理学部生物情報科学学部教育プログラムの生物情報演習。
平成１９年度は３１名が受講（東大の学部生/大学院生） １３名が単位
ＤＢ構築者養成では１名が単位取得 (５名中２名は計算機科学科修了のため免除, 
残り２名は一部の演習をこなすものの総合評定は不可)

バイオ DB サーバー構築演習
毎週２時間講義 宿題 次週にチェック
演習を補足するノートを wiki として作成
演習のステップ（１２月末の状況）
(1) CentOS を自分のマシンにインストールする (2) ネットワークと接続する (3) セ
キュリティアップデートを行う (4) web サーバーを立てる(ファイヤーウォールの設
定を行う) (5) cgi を設置してみる (6) MySQL サーバーを立てる (7) 簡単なデータ
ベース作成をする （２名到達） (8) Ensembl core をインストールしミラーを作成す
る （２名到達） (9) 複数種の実データをダウンロードして完全ミラーを作る （１名
到達） (10) バックアップを作成して即時復旧できる体制を作る

独創的サーバー構築演習 (平成２０年度より開講)
大規模計算のためのクラスター利用技術を習得させる。
他に類の無いバイオDBサーバーを設計、実装、公開することが目標。
演習に向けて１５台のＰＣ（DELL PowerEdge） を平成１９年度に購入しセットアップ
５名のうち２名は独創的サーバーを構築へ
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研究計画進行状況と変更

• ４月： バイオ DB サーバー構築演習開始
受講者５名 ２名の業務担当職員を募集
その間は研究室内の人員によりカリキュラムを作成

• ７ー９月： プログラミング演習
• ８月： 業務担当職員１名採用 （東大 博士卒）

• ８月： 平成２０年度の受講者数を増加する要請
（１５名程度）

• １０月： 平成２０年度に必要な計算機資源の購入と
セットアップ準備を申請

• 平成２０年４月： １名採用予定 （九大 博士卒）
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演習ノート (はじめに)

http://mlab.cb.k.u-tokyo.ac.jp/~mkasa/ensemblmirror/index.php 7



演習ノート (毎週の講義内容と宿題集)

http://mlab.cb.k.u-tokyo.ac.jp/~mkasa/ensemblmirror/index.php 8



演習ノート (毎週の宿題のヒント)

http://mlab.cb.k.u-tokyo.ac.jp/~mkasa/ensemblmirror/index.php 9



独創的サーバー構築演習 例

進捗の早い２名が開始

超高速シークエンサー Solexa の base call

並列 BLAST / BLAT を使った短いタグ(25-36 nt)
のアラインメント

全長 cDNA 推定アルゴリズムの工夫

5’end タグを使った遺伝子発現量解析
解析パイプラインの研究開発

表示ルールの研究開発

従来の遺伝子情報に比べて数百倍のデータ量を
適切な応答時間で処理する工夫
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Solexaタグの表示例
従来の遺伝子情報に比べて数百倍のデータ量を適切な応答時間で処理する工夫




